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開催概要

目的 対話を通じて若者・子育て世代の価値観を深堀りし、意見を総合計画の基本構想や今後の重
点事業の検討に反映させる。

日時・会場 令和7年5月11日（日） ＠安来市役所 防災研修棟

プログラム 10:00 開会
10:10 アイスブレイク
10:15 やすぎクイズ
10:25 グループワーク①「安来の良いところ・自慢できるところを教えてください」
10:50 グループワーク②「今から10年前には想像していなかった2025年に起きている
     ことは何ですか？」
11:10 総合計画に関する説明
11:20 グループワーク③「10年後、あなたはどこでどんな暮らしをしていたいですか？」
11:35 グループワーク④「若者・子育て世代が安来市で暮らし続ける・Uターンしてくる
     ために必要だと思う取組は何ですか？」
12:40 閉会

参加者 51名
うち安来市役所職員 10名
  島根県立大学生 9名（松江キャンパス高須ゼミ）

【年代内訳】
10代：1名  /  20代：18名  /  30代：18名  /  40代：10名  /  50代：2名
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ワークショップの様子

【グループワーク①】安来の良いところ・自慢できるところを教えてください

【グループワーク②】今から10年前には想像していなかった2025年に起きていることは何ですか？

モノ コト

安
来

白鳥の飛来／ヤスキハガネ／月の輪まつり／刃物まつり／中海
の魚釣り／日本一の庭園

ヒトが優しい／米子・松江にア
クセスしやすい／伝統文化を伝
えている／公園が多い／保育園
の待機児童ゼロ／観光ポテン
シャルが高い／方言がかわいい
（～だへん？）

広
瀬

吉田酒造「月山」／ぎおんさん／河井寛次郎／シバザクラ／比
田地区がんばっている

伯
太

わたなべ牧場のソフトクリームやプリン／チューリップ／伯太
太鼓／オオサンショウウオ

全
域

果物（イチゴがおいしい、フルーツ狩り）／自然が豊か／地産
地消／花の名所が多い／カフェが多い／安来流茶道／安来節

良い 悪い

社会
のこと

• デジタル社会（キャッ
シュレス、セルフレジ、
タブレット学習、オンラ
イン授業、SNS）

• コロナによる社会の変化
• 年号が変わった
• 老人ホームの増加

• 物価の上昇
• 円安
• 猛暑による運動機会の制
限

• 自然災害が身近

安来
のこと

• アルテピアができ著名
アーティストが来る

• いちごが名産になった
• 市庁舎の建て替え

• 田んぼ減、宅地増
• 日立の経営母体変更
• 外国人の増加
• マックやモスの撤退

• 飲食店が少ない
• 少子化と小学校統廃合
• 大市場商店街の衰退
• 自治会が廃止傾向
• 産科が消滅

個人
のこと

• 自然の豊かさに気づいた
• 本音で生きられるように
なった

• 安来で働いている
• テレビを見なくなった
• 結婚・親になっている

• 自身や親の老化
• 親の運転免許返納



ワークショップの様子

【グループワーク③】10年後、あなたはどこでどんな暮らしをしていたいですか？

【グループワーク④】若者・子育て世代が安来市で暮らし続ける・Uターンしてくるために
          必要だと思う取組は何ですか？
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暮らし 仕事 ライフワーク

• 家族と休日に遊ぶ
• 安心して子育て
• ゆったりと生活
• 結婚して家庭を持つ
• 健康でいたい
• 安来市に家を建てたい
• 生活に困らない程度の貯金
• 仕事と趣味の両立
• 隠居生活
• 夫婦で旅行に行きたい

• 「健康」に関する事業
• 起業して社会貢献
• SE・ITエンジニアとして活
躍・キャリアアップ

• 民宿を経営したい
• カフェの経営
• リモートワークで好きな場所
で仕事

• 生活を支えるための仕事
• 現在の状態を維持

• 趣味を楽しむ
• 同じ目標を持つ人と高め合え
るコミュニティ

• 家族でキャンプ
• 新しいことにチャレンジでき
るコミュニティ

• 若者・女性の活躍支援
• 趣味にも時間とお金を費やす
• 音楽や文化的な活動

雇用創出 IT企業の誘致促進／工業高校の新設で製造業の担い手確保

交通インフラ整備 高速道路の無料化／無料バス／自動車の維持費補助

子育て支援 家族で遊べる場／お父さんコミュニティ／移住施設

Uターン促進 学費支援（大学・専門学校）

チャレンジ支援 女性活躍支援／起業支援／意見が言える場

情報発信・情報共有 情報共有の機会・コミュニティ（特に10～20代）



参加者の声（アンケート）
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■次期「総合計画」のコンセプトについて、大切にすべき点や、改善に向けた意見・提案など
• 「子どもを産みたい！育てたい！」と感じる市であってほ
しい

• 色々なことにチャレンジできるというワクワク感があるま
ちであってほしい

• まちへの愛着を大切にしたい
• 目指すまちの姿の理想と現実に大きなズレを感じる
• どんな市民がどんな暮らしをしてどんな人生を過ごす人が
増えてほしいか？

• 全世代に寄り添った計画であってほしい
• いくら良いものを作っても発信力が必要
• 小さな拠点は大切

• やりたい仕事に就ける、起業できる
• 「～が重要」「～が大切」といった概論に終始せず、「明
日、具体的に何をするか」まで落とし込んで実行すること
が大切

• 現実的でワクワクするものになって欲しい
• 増やすべきことなどプラスの面だけでなく、生活をマイナ
スにしないという観点も大切

• 「つながり」を大切にされている点が良い
• 住人の声や思いを反映させた計画等にしてもらいたい
• 若者が市に残る、出ない結果のみに焦点が当たりすぎてい
る印象がある。何故残るか？出ないのか？

■グループワークについて、いいなと思った取組、推進してほしい施策や、印象に残っていることなど

• 空き家や適正配置により使用されなくなった学校を企業や
就業の場にかえるようにすると良い

• 高速道路無償化、車維持に関するお金支援、娯楽施設
• 子育て世代への居住支援
• 若い方々の働ける場所というか空間づくりができたら良い
なという意見が多かった

• 病気になった子どもを預けることのできる施設の充実
• 子育て支援（1人目から保育料無償化、子育て世代には子1
人につき月2㎏米を配る、オムツ・ミルクを無料で配達、
ベビーシッター・家事代行のチケット配布（補助）など）

• 保育料や家賃助成も大切だけど、安来らしさが子どもの地
元愛にも繋がる

• Uターンを条件とした学費支援
• 高校生や中学生を対象に同じようなことがやられたらいい
• 今回比較的ポジティブな方が多かったので無作為にネガ
ティブな方も入れてより求められている事を聞くと本当に
まちに無関心な市民に関心を持ってもらえる

• 年齢がバラバラだったので、それぞれの年代での見方で意
見のやりとりができてよかった

• 安来市マップの活用は、自分の居住地外の地域のことも知
るきっかけになった

• 昔～現在～未来という時系列順にいろんなテーマについて
話ができたので、今までの経験を糧に未来のことを考える
ことができた


